
0

1 頁平成20年 2月12日  20時14分  作成

08 土木費

02 道路橋りょう費

02 道路維持費

維持管理課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3006000000

003475

001

00

0

00

道路維持補修事業

前 年 度

活力みなぎる米子

総合的な交通体系の整備

交流と連携を育むまちづくり

『よなご』がいきいき

0

117,81540,486000

158,301144,468166,275166,275

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

14 39,5009 33旅費 使用 01 07 01 001
11 3,204需用費 道路使用料

14 612 301役務費 使用 01 07 01 003
13 12,594委託料 行政財産使用料

14 98014 1,384使用料及び賃借料 使用 01 07 01 004
15 134,985工事請負費 法定外公共物使用料
16 3,500原材料費
18 300備品購入費
22 2,000補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　また、迅速に作業を行うことにより、事故を未然に防ぎ、万一事故が起きた場合でも被
害を最小限に抑えることができる。

・事業計画

補修する必要がある。
　車輌及び歩行者の安全な通行を確保するため、道路の陥没、舗装面の破損等を速やかに

　事務費（土地借料等）　　　　　　　　５，２２２千円
　物件移転補償　　　　　　　　　　　　２，０００千円
　工事用材料購入　　　　　　　　　　　３，５００千円
　市内排水施設管理委託　　　　　　　　　　５９４千円
　市内道路補修に伴う測量委託　　　　　２，０００千円
　市内一円街路樹剪定委託　　　　　　　２，０００千円
　市内一円道路除草委託　　　　　　　　８，０００千円
　市内一円道路補修工事　　　　　　１３４，９８５千円

（１）財源の説明
　使　用　料　　道路占用料　　ＮＴＴ，中国電力､中海テレビ等

増加により、維持補修工事件数が増加すると考えられ、事業を拡大せざるを得ない状況で
　今後さらに舗装の老朽化が進むこと、また、新たな市道認定にともなう管理対象道路の
　充実・拡大
（２）事務事業評価の反映状況　　　　　

　　　　　　　　法定外公共物使用料　　ＮＴＴ，中国電力等
　　　　　　　　行政財産使用料　　中国電力

ある。

会計 001 一般会計 08款 02項 02目 00100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時16分  作成

08 土木費

02 道路橋りょう費

02 道路維持費

維持管理課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3006000000

045791

014

00

0

00

橋りょう台帳整備事業

前 年 度

活力みなぎる米子

効率的で計画的な土地利用の推進

交流と連携を育むまちづくり

『よなご』がいきいき

0

5,0000000

5,0008,00000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

13 5,000委託料

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

繕及び長寿命化修繕計画に基づく架替えができるよう事前に橋りょう台帳の整備を図る。
　

（１）事業計画

の更新・補充を実施する必要がある。
定をすることで、今後実施しなければならない修繕・架替え費用の縮減を図れるよう台帳
　橋りょうの長寿命化に伴い修繕・架替えによる費用が膨れ上がる中、当該修繕計画の策
（２）事業の必要性

　市内の高齢化する道路橋の増加に対応するため、従来の修繕及び架替えから予防的な修
（１）事業の概要

　　　　重要な道路ネットワーク上の橋りょう
　　計画の対象橋りょう
　橋りょう台帳更新業務委託；１式

（１）財源の内訳
　　一般財源

　　　
（２）事務事業評価の反映状況

会計 001 一般会計 08款 02項 02目 01400000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時17分  作成

08 土木費

02 道路橋りょう費

05 道路新設改良費

土木課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3002000000

003494

001

00

0

00

道路新設改良事業

前 年 度

活力みなぎる米子

総合的な交通体系の整備

交流と連携を育むまちづくり

『よなご』がいきいき

0

7,0000120,00000

127,000200,000200,000200,000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

22 120,00013 7,000委託料 地方 01 04 01 001
15 103,500工事請負費 道路新設改良事業
17 9,500公有財産購入費
22 7,000補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　　本事業は狭幅道路の改良を図り、その道路空間を利用することにより住環境の向上改
　善を図る。

（１）全体事業計画

　　地域生活環境の向上と交通の円滑化が図られる。
（２）事業効果

　　道路は地域住民生活環境の向上を図るための基本的な施設である。
（１）事業の概要

　　　　計　　　　１２７，０００千円　　　　　
　　補　償　費　　　　７，０００千円　　一式　　　　
　　用　地　費　　　　９，５００千円　　一式　　　　
　　測量委託料　　　　７，０００千円　　和田小学校線改良工事　外　　　
　　工事請負費　　１０３，５００千円　　橋本石井線改良工事　外　　　
　　　　　　　　　　要　求　額　　　　　　　　　　　　　　
　　単独事業費要求内訳書のとおり
（２）本年度の事業内容
　　危険度、困窮度、緊急度等の高い路線から年次的に整備を進めている。

（１）財源の説明
地　方　債　　合併特例債　充当率100％

により整備を進めていく。
　住民の要望に応えていきたいが、現在の財政状況を考慮すれば、困窮度を勘案し優先度
　現状維持

　　　120,000,000円×100％ = 120,000,000円
（２）事務事業評価の反映状況

会計 001 一般会計 08款 02項 05目 00100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時17分  作成

08 土木費

03 河川排水路費

02 排水路維持費

維持管理課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3006000000

003647

001

00

0

00

排水路維持補修事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

快適な住環境の整備

魅力あふれる定住のまちづくり

『暮らし』がいきいき

0

75,38315603861,300

77,22552,22575,21375,213

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

14 1561 1,687報酬 使用 01 07 02 002
7 485賃金 河川使用料

15 1,30012 3役務費 国庫 03 04 01 001
13 9,000委託料 樋門管理委託金

16 38614 50使用料及び賃借料 都道 03 04 01 001
15 62,500工事請負費 ・門管理委託金
17 公有財産購入費
22 3,500補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

民生活を創造する。

・事業計画

大雨等による浸水・冠水を防止するとともに、生活環境の改善を図るために必要である。
・事業の必要性

既設排水路の改修及び補修を行い、雨水及び生活雑排水の排除を容易にし、不安のない市
・事業概要

　市内の浸水・冠水を防止し、市民の生活環境の改善が図られる。
・事業効果
　事務費（樋門管理報酬、草刈業務賃金、保険料、土地借料等）　２，２２５千円
　物件移転補償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，５００千円
　市内排水路補修に伴う測量業務　　　　　　　　　　　　　　　１，０００千円
　市内排水路浚渫業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８，０００千円
　市内排水路補修工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６２，５００千円

（１）財源の説明
　その他

（２）事務事業評価の反映状況
　　国管理樋門分　　1,300,000円　　　　県管理樋門分　　386,000円
　　国管理､県管理の樋門の操作､点検を国､県から委託を受けたことに対する委託金
　樋門管理委託金

　河川使用料　　河川使用者から徴収する使用料　年間　156,000円
　国、県支出金

　充実・拡大
　既設排水路の老朽化にともない、維持補修工事件数が増加すると考えられ、事業を拡大
せざるを得ない状況である。

会計 001 一般会計 08款 03項 02目 00100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時18分  作成

08 土木費

03 河川排水路費

04 排水路新設改良費

土木課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3002000000

003666

002

00

0

00

排水路新設改良事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

快適な住環境の整備

魅力あふれる定住のまちづくり

『暮らし』がいきいき

0

0035,50000

35,50046,00036,00036,000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

22 35,50013 0委託料 地方 01 04 02 006
15 22,500工事請負費 排水路新設改良事業
19 12,000負担金補助及び交付
22 1,000補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

により浸水被害を解消し､良好な生活環境を整える。
（２）事業の必要性

（１）事業内容

　浸水被害を解消し、生活環境の向上を図るために必要である。

　市内の排水路の通水機能の向上を図り､緊急性の高い排水路から年次的に改良すること
（1）事業の必要性

　浸水被害の解消と生活環境の向上に寄与できる。
(３)効果
　　　　　補償費（水道移転）　 1,000千円
　　　　　負担金（県事業）　　12,000千円
　　　　　工事請負費　　　　　22,500千円
　　　事業費　　　　　　　　　35,500千円
（２）事業計画
　　②　県営事業負担金　　　　　　　　1件
　　①　排水路改良工事　　　　　　Ｌ＝280m

（１）財源の説明
　地方債

　今後とも、緊急性の高い箇所から年次的にすすめていく。
　現状維持
（２）事務事業評価の反映状況

　　　35,500,000円　　×　　100％　　＝　35,500,000円
　　　（事業費）　　　（起債充当率）

会計 001 一般会計 08款 03項 04目 00200000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時19分  作成

08 土木費

04 都市計画費

01 都市計画総務費

都市計画課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3004000000

030279

031

00

0

00

旧加茂川・寺町周辺地区街なみ環境整備事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

都市景観の形成

魅力あふれる定住のまちづくり

『暮らし』がいきいき

0

72902,00002,729

5,45850,0005,5505,550

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 2,7299 35旅費 国庫 02 05 03 013
11 81需用費 街なみ環境整備事業費補助金

22 2,00012 42役務費 地方 01 04 03 008
13 0委託料 都市計画事業
15 2,300工事請負費
19 3,000負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

有する地域として、平成１１年に景観形成地域に指定している。
歴史的景観の保全・継承、住環境の向上を図る目的で、地区住民と市が協働で街なみ整備

事業内容

景観などの歴史的景観の保全・継承、住環境の向上を図ることができる。
の美装化・小公園等の整備を行うことにより、旧加茂川・寺町周辺地区が持つ土蔵や町家
住民は、街なみに配慮した住宅の改造、敷地の緑化等を行い、市は街なみに配慮した道路
②事業効果
している。
を進めていくものであり、平成１６年度は事業計画を策定し、平成１７年度から事業着手

旧加茂川・寺町周辺地区約２４haは、歴史的資産又は歴史的風致を形成している街なみを
①事業の概要

米子市景観形成条例、米子市景観形成基本計画

街なみ整備助成事業補助金　N=３件
　　　　本通り西線道路整備（尾高町）L=１６ｍ
　　　　案内板整備　N=1基
工事費　

景観形成条例に基づく景観形成地域の指定、景観形成市民団体及び景観形成協定の認定

１　財源内訳
国費　２，７２９千円

　に柔軟に対応し、地域住民、民間事業者、行政が役割分担を明確にし、それぞれの立場
　　今後の事業実施にあたっては現状維持とするが、住民のニーズや社会的構造の変化等
　評価結果…現状維持
２　事務事業評価の反映状況

地方債２，０００千円
一般財源　７２９千円

　でできることを実践していく。

会計 001 一般会計 08款 04項 01目 03100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時20分  作成

08 土木費

04 都市計画費

02 公園費

維持管理課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3006000000

003838

001

00

0

00

都市公園及び屋外体育施設管理事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

快適な住環境の整備

魅力あふれる定住のまちづくり

『暮らし』がいきいき

0

222,62319,8790640

242,566249,879239,049239,049

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

14 1,8004 0共済費 使用 01 07 03 001
7 0賃金 公園使用料

14 9509 7旅費 使用 01 07 03 002
11 4,054需用費 行政財産使用料

14 44412 760役務費 使用 01 07 03 004
13 203,077委託料 職員駐車場使用料

14 14,98014 26,850使用料及び賃借料 使用 01 08 05 002
15 6,497工事請負費 体育施設使用料

16 6416 原材料費 都道 03 04 02 002
18 備品購入費 中国自然歩道施設管理委託金

17 48519 1,244負担金補助及び交付 財産 01 01 01 012
22 補償補填及び賠償金 土地貸付料（維持管理課）

21 1,22027 77公課費 諸収 03 03 03 006
庁舎電気等使用料（維持管理課）

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

（２）事業の必要性

（１）事業計画

する必要がある。
　都市公園及び屋外体育施設利用者にとって、安全で快適に利用できるように事業を実施

　都市公園及び屋外体育施設等を適切に維持管理を行う。
（１）事業の概要

を協働推進課より移管している。
　本事業において、米子駅前広場等維持管理事業を統合し、ボランティア活動支援交付金
（２）その他特記事項

れ、市民が安全で快適に都市公園や屋外体育施設などを利用できる。
　公園の維持管理については、平成18年度から指定管理者に委ねることで経費節減を図

都市公園法、米子市都市公園条例、米子市体育施設条例、米子市公有財産規則

一部の公園で賃貸借、無償貸借契約を締結しているが、ほとんどの土地が市有地。

（１）財源内訳
公園使用料…都市公園条例に基づき、平成18年度の実績から積算

中国自然歩道施設管理委託金…鳥取県負担金（１００％）
　　　　　　　年10月１日使用料を改定した額を加味して積算
体育施設使用料…米子市体育施設条例に基づき18年10月から19年９月までの実績に平成19
　　　　　　　　平成19年度実績から積算

行政財産使用料…米子市行政財産使用料条例に基づき、平成18年度の実績から積算
職員駐車場使用料…米子市有施設内における通勤用自動車の駐車に関する要項に基づき、

土地貸付料…憩いの道における土地賃貸借契約に基づき積算
庁舎電気等使用料…米子市公有財産規則に基づき、平成18年度実績から積算

（２）事務事業評価の反映状況
　評価結果…効率化・改善
　　引き続き適正に維持管理を行うが、経費の観点から、今後、市が行う業務について市
　民との協働及び自治会・ボランティア等による維持管理の手法等も検討していく。

会計 001 一般会計 08款 04項 02目 00100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時21分  作成

08 土木費

04 都市計画費

02 公園費

維持管理課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3006000000

037222

016

00

0

00

湊山公園施設整備事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

快適な住環境の整備

魅力あふれる定住のまちづくり

『暮らし』がいきいき

0

10,0000000

10,00011,00000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 10,000工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

必要性が高くなっている。その中でも特に緊急を要するのが、猿舎の檻となる金網の張替
え及び屋根の葺き替えである。

（１）事業計画

用者に安全な状態で猿を見てもらうことができる。
ている。この猿舎の適切な工事を行うことにより、猿が檻から逃げ出すことなく、公園利
　猿舎は、昭和61年の設置以来市民を始めとする県内外からの公園利用者に親しまれてき
（２）事業の必要性

　当公園は、全園開園(平成元年３月31日)以来施設の老朽化が進み、いたる箇所で補修の
（１）事業の概要

〇 公園内にある猿舎の金網張替えや屋根の補修工事を実施する。
　次の事業を予定

都市公園法、米子市都市公園条例、文化財保護法、米子市文化財保護条例、風致地区等

一部民有地は賃貸借契約、一部国土交通省より占用

（１）財源の説明
　米子市都市公園条例の規程により都市公園の使用料等の収入が見込まれるが、現時点で

　の協働及びボランティア等による維持管理の手法等も検討していく。
　　引き続き適正に管理を行うが、経費の観点から、今後、市が行う業務について市民と
　評価結果…効率化・改善
（２）事務事業評価の反映状況

は、全て一般財源となる事業である。

会計 001 一般会計 08款 04項 02目 01600000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時24分  作成

08 土木費

04 都市計画費

04 建築指導費

建築指導課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3005000000

045461

017

00

0

00

指定道路調書等作成業務

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

災害に強い地域社会づくり

魅力あふれる定住のまちづくり

『暮らし』がいきいき

0

8,5240008,500

17,02423,22900

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 8,5009 4旅費 国庫 02 05 03 022
11 20需用費 指定道路調書等作成業務補助金
13 17,000委託料

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

られたため、施行までの2年間(平成20及び21年度)でこれを整備する。
②事業効果

事業計画(H20年度実施分)

約の実施が期待できる。
し、事前に的確な情報提供を行うことができ、負担の軽減、適切な建築確認申請や売買契
　指定道路図・指定道路調書を整備することにより、建築希望者や土地の売買希望者に対

　建築基準法施行規則の改正に伴い、指定道路図・指定道路調書の整備・閲覧が義務付け
①事業の概要

（４）路線判定根拠資料作成…指定道路の整理・分別、幅員・立ち並び等の確認
（３）指定道路基図作成…指定道路基図ベースマップ作成、指定道路等データ入力
　　　収集及び整理
（２）情報収集整理…都市計画図、航空写真等調書作成上必要なデータの含まれる資料の
（１）計画準備…工程表、実施計画書の作成

建築基準法施行規則等の一部を改正する省令(平成19年国土交通省令第66号)

１　財源内訳
（１）補助事業名：（国）住宅・建築物耐震改修等事業

　ヒアリングにおいて説明済
３　事務事業評価の反映状況
　県内他市についても、同程度の予算要求をする予定
２　他市の状況

（２）補助基本額（補助率：国１／２）
　　　指定道路調書等作成業務委託経費　17,000千円

会計 001 一般会計 08款 04項 04目 01700000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  20時25分  作成

08 土木費

05 住宅費

02 住宅建設費

建築課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

3003000000

040143

017

00

0

00

市営白浜住宅建替事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

快適な住環境の整備

魅力あふれる定住のまちづくり

『暮らし』がいきいき

0

3520163,200096,376

259,928259,938202,166274,074

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 96,3762 4,432給料 国庫 02 05 04 009
9 20旅費 地域住宅交付金

22 162,30011 2,178需用費 地方 01 04 04 002
12 1,000役務費 公営住宅建設事業

22 90013 委託料 地方 01 04 05 001
15 251,391工事請負費 公営住宅駐車場整備事業
18 350備品購入費
19 72負担金補助及び交付
22 485補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

平成18年度～20年度の３ヵ年において建替を実施する。
②　事業効果

①　事業計画

キャップを越えて住民が共生できる住宅団地を創造する。
誘導していく。高齢者等が安心して生活できるバリアフリー住戸を建設し、世代やハンデ
　建替を実施し、入居者に良好な居住環境の住宅の提供を図り、全体の住宅環境の向上を

　市営白浜住宅は昭和35年、昭和45年～46年度に建設したもので、老朽化も著しいので、
①　事業概要

を実施する。
金・起債を活用し、標準設計等を行い総合的なコスト縮減を図り、良好な住環境の整備
　新市まちづくり計画及び地域住宅計画に基づき、中長期に亘る住宅供給を行う。交付
②　計画効果
　平成20年度の事業内容は、木造平屋建2戸、ＲＣ造2階建16戸建設予定。
　平成18、19年度を１期、19、20年度を２期とし、合計32戸建設予定。

公営住宅法

①　財源内訳
　○地域住宅交付金

　　移転補償費・駐車場整備費の55％の75％に公営住宅駐車場整備等事業債を充てる。
　○公営住宅駐車場整備等事業債
　充てる。
　　移転補償費・駐車場整備費を除く交付対象事業費の55％に公営住宅建設事業債を

　　交付対象事業費の45％に地域住宅交付金を充てる。20年度は96,376千円配分予定。
　○公営住宅建設事業債

　残りは、一般財源を充当する。

②　事務事業評価の反映状況
　　　２次評価区分・・・現状維持
　　　今後計画的に建替えを進めたい。

会計 001 一般会計 08款 05項 02目 01700000事業 1頁
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